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環境アセスメント学会の概要 

１．環境アセスメント学会の創⽴ 
2002 年 4 ⽉ 環境アセスメント学会の設⽴、2022 年で創⽴ 20 周年を迎える 
初代会⻑︓島津康男、２代⽬会⻑︓浅野直⼈、３代⽬会⻑︓⿅島茂、４代⽬会⻑︓柳憲⼀
郎、５代⽬会⻑︓⽥中充、６代⽬会⻑（現在）︓藤⽥⼋暉 
 

２．学会の⽬的 
本学会は、環境アセスメントに関する国内外の様々な分野の研究者及び実務者等が、環

境アセスメントというテ－マの下に相互に交流を⾏い、環境アセスメントに係る学術・技
術等の発展と普及を図り、また、環境アセスメントに関する国⺠各層共通の認識を醸成す
ることにより、環境アセスメントの適正な実施を推進し、もって持続可能な社会の構築に
寄与することを⽬的とする。 

 
３．会員数（2022 年 3 ⽉ 31 ⽇現在） 

会員数 397(正会員 336 名、公益会員 6 団体、賛助会員 28 団体、名誉会員 1 名ほか) 
 

４．主な学会活動 
本学会は、環境アセスメントについての理論と実践を統合的に研究する唯⼀の学術団体

であり、年間を通じて様々な活動に取り組んでいる。研究者、コンサルタント・事業者、
⾏政関係者、市⺠・ＮＧＯの多様な主体が参加して、環境アセスメントに係る調査研究や
普及啓発など開かれた学会活動を展開している。 

◇年次⼤会（研究発表会、毎年開催） 

◇総会（毎年開催、役員改選は隔年） 

◇委員会活動 
 ・学術委員会  ・編集委員会  ・企画委員会  ・⾏事委員会  ・情報委員会    
・国際交流委員会  ・表彰委員会  など 

◇シンポジウム・セミナー 適宜開催 

◇研究部会  制度部会、⽣態系研究部会、若⼿研究会、環境社会配慮研究会など 

◇国際交流活動 ＩＡＩＡ（国際影響評価学会）、アジア環境アセスメント会議など 
他国の学会との国際交流 

◇サロン会  会員同⼠の研究、意⾒交換の場として開催 

◇出版物 下記の出版物を発⾏  
学会誌（年２回）、研究発表⼤会要旨集、公開セミナー資料など 
書籍『環境アセスメント学の基礎』（2013 年）、『環境アセスメント学⼊⾨』（2019 年） 
⼩冊⼦『環境アセスメントの⼼得』、『環境アセスメント図書を読み解く』他 
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学会活動 20 年の概要（英⽂） 
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学会創⽴ 20 周年記念事業特別委員会 委員構成 

環境アセスメント学会創⽴ 20 周年記念事業特別委員会 
委員構成 

（五⼗⾳順、敬称略） 

 

（委員⻑）⽥中  充 （顧問、法政⼤学） 
⾚松 宏典（評議員、(株)グリーンパワーインベストメント） 

   ○△荒井 眞⼀（事務局⻑・理事、（⼀社）環境情報科学センター）※１ 
新井 聖司（会員、⼤⽇本コンサルタント(株)） 

    △伊東 英幸（理事、⽇本⼤学) 
○△尾上 健治（評議員、おのえエコトピア研究所）※２ 

尾原 正敬（会員、(株)千代⽥コンサルタント) 
栗本 洋⼆（評議員、ライフケアサービス（株）） 
塩⽥ 正純（評議員、ＳＣＣＲＩ静穏創造研究所） 
柴⽥ 裕希（理事、東邦⼤学） 
鈴⽊ 聡司（前⽇本エヌ・ユ－・エス(株)）※３ 
⽵内 彩乃（評議員、東邦⼤学） 
柳 憲⼀郎（顧問、明治⼤学） 

注 ○︓委員会幹事、△︓作業チームリーダー、肩書・所属は 2023 年 3 ⽉現在 
※１︓2022 年８⽉まで幹事 
※２︓2022 年９⽉から幹事 
※３︓2022 年 3 ⽉まで委員 
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環境アセスメント学会創⽴ 20 周年記念誌 

環境アセスメント学会 あゆみと展望 
2002-2022 

 
発⾏⽇︓2023 年 3 月 
編 集︓環境アセスメント学会創⽴２０周年記念事業特別委員会 
印 刷︓環境アセスメント学会 
連絡先︓〒100-0003 東京都千代田区一ツ橋 1-1-1 

パレスサイドビル 7 階 (株)毎⽇学術フォーラム内事務局 



学会




